
国内でも……

協犬力できる

　
新
見
市
哲
多
町
淡
然
哲
多
中
の
生
徒
が

土
八
日
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
本
部
・
岡
山
市
価
津
）
が
運

営
す
る
公
設
国
際
貢
猷
犬
学
校
（
新
見
市
哲

多
附
則
渕
）
を
訪
れ
、
「
国
際
貢
献
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
習
サ
を
行
っ
た
。
紛
争
・
被
災
地

へ
の
国
際
協
大
映
海
外
に
行
く
こ
と
だ
け

で
な
く
、
款
援
物
資
の
整
辺
作
業
な
ど
国
内

で
の
活
動
が
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

　　　一一一一新見･国際貢献大学校で哲多中３年生

支
援
の
在
り
力
学
ぶ

　
牛
汗
才
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
ち
ら

谷
っ
と
、
同
役
が
総
合
的
な

言
昌
時
間
を
利
用
し
毎
年

実
施
。
今
年
は
二
年
生
五
十

九
六
万
参
加
し
た
。

　
大
学
校
の
丸
山
尚
六
款
援

室
長
願
国
際
協
カ
ヘ
の
道
」

と
題
し
講
演
。
「
海
外
で
活

動
す
る
六
が
脚
光
を
浴
び
万

丸
山
救
援
室
長
を
講
師
に
、
国
際
協
力
の
在
り
方
を

学
ぶ
生
徒
ら

ち
だ
が
、
国
際
協
力
は
国
内

協
力
と
目
礼
協
力
が
面
輪
と

な
っ
て
回
り
立
つ
。
募
争
や

款
援
物
資
倍
浬
な
ど
国
内
で

頑
張
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

言
と
説
明
し
た
。

　
生
徒
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
国
際
協
力
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
っ
た
。

　
奈
尾
愛
ざ
ん
（
一
五
）
は
マ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
津
波
被
害
に

関
心
が
あ
っ
た
。
実
際
に

現
地
に
行
か
な
く
て
も
、
で

き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。
同
役
は
大

学
役
て
の
学
習
を
通
じ
、

二
月
中
旬
を
め
ど
に
「
ボ
ラ

ソ
ニ
ー
ｙ
ｙ
／
尹
新
聞
」
を
帽
製
す

る
．

　
二
言
」
べ
誤
海
外
接
衛

研
修
生
と
し
て
作
年
十
二
月

か
帆
犬
学
校
で
研
陽
旱
の

本
土
首
立
礼
回
米
門
ラ

プ
犬
つ
う
と
九
牛
／
ｙ

言
言
三
回
礼
講
師
を
務
め
、

母
国
を
日
本
語
で
紹
介
し
、

交
流
を
呼
び
掛
け
た
。

　
　
　
　
　
玉
井
百
万
）
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